




















































































































































































１ /q／ /q／ 同一の声音または音素として認識 誤り
２ /sh／ /X／ 同一の日本語の音素として認識 別の声音として弁別
３ /sh／ /sh／ 同一の声音または音素として認識 誤り
４ /zh／ lj／ 同一の日本語の音素として認識 別の声音として弁別
５ /q／ /ch／ 同一の日本語の音素として認識 別の声音として弁別






























ロ音索腿脚力 ８ ｉ ロ
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は「Sea」［si:]という意味にとられてしまうし、ＩＩＬくはいｉ:]であろう。しかしながら、こ
の１１本譜圏の張どもは内分の熟fl1している［l本譜の音素体系に照らし合わせて、「She」の
発汗に厳も近い「し－」であると判断したと考えられる。すなわち、今まで聞いたことのな
い音声を既知の音素のうちで最も近いものと同じであると理解したのである。
このように、人間の耳はただの汗を聞いているのとは、また別の仕組みを用いて言葉を聴
いて理解していると思われる。そして、このような機能を持つ仕組みが生体のどこかに存在
する。・説には、ある諦召の音素体系を｡[｣録して、音素弁別を行っているのは、大脳に存在
する側鎖|[ilの一部分であると言われている。大脳皮質側頭回にはWernicke，ａｒｅａと呼ばれ
ているに↑語を知覚してｆＩｌ解する場IﾘTがｲﾋﾟると高われている。しかし、lE確な位置は分かって
いない。音素弁別もおそらくはWernicke，ａｒｅａと関係があると考えられる。
耳から入った音)ｌｉは、lilij側性に脳幹部と視床とを介して人脳皮質側頭回に投射される。そ
こでは、did録してある既知の音素体系によって、入力された音声が一番似つかわしい音素で
あるとトリ断される。そして、その汗が似ている音素と|『１．であるという抽象化が行われる。
そして、その精製さオ[た音素がi寄葉として認識さオlる゜すなわち、聞いた音をそのまま理解
しているのではなく、ｆＩＭ解しやすいようにlⅢ［を施した後に言葉として認識しているのであ
る。言語を聴くことは受動的な精|(''１活動ではなく、積極的に音素弁別を行う精神活動である。
４結論
音素の弁別に人脳皮質による''１枢制御が関'jしているというのは、あくまで仮説ではある
が、今li71の実験結果が,ｋすように、ただの所とＩ言柴になる音声とに対する人間の反応には違
いがあるようである。端的に｢すえば、人'１Mはi≦ず葉を聴くときに音'１ｲを聴いているのではなく、
音素を聴いていると，了えると想う。
今'''1の`だ験で占柵学でのｉ１ｆ索の概念が、２１：体|人lにも存ｲｌＬていることが,爪唆さオ'た。しか
しながら、宵索弁別の制御を行っているものの'１÷体や存在場所は明らかにならなかった。そ
れを解1ﾘ]していくには史なる研究が必些である。今ｌｉ１Ｉの`迄験では、厳初の予定と異なり空間
的な解析や経llfn9な解析ができなかったので、継続してこの課題に取り組んで行きたい。
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